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④ 年齢階級別雇用形態の状況 

～「25～34 歳」女性の人口に占める「正規の職員・従業員」の割合は 12.6 ポイント上昇 

 

非農林業の役員を除く雇用者について、雇用形態別・年齢階級別にみると、昭和 60年の女性は、すべての年齢階級で「正規の職員・従

業員」が最も多く、次に「パート・アルバイト」が多かった。女性の人口に占める「正規の職員・従業員」の割合を年齢階級別にみる

と、「15～24 歳」が 31.2％と最も高く、次いで「25～34 歳」28.2％、「45～54 歳」23.5％、「35～44 歳」21.8％の順となってい

る。 

女性の人口に占める「パート・アルバイト」の割合を年齢階級別にみると、「35～44 歳」が 16.3％と最も高く、 

次いで「45～54 歳」12.4％、「25～34 歳」8.1％の順となっている。 

 

平成 27 年は、「15～24 歳」、「25～34 歳」、「35～44 歳」では「正規の職員・従業員」が最も多いが、「45～54 歳」、「55～64 

歳」、「65 歳以上」では、「パート・アルバイト」が最も多くなっている。 

 

女性の人口に占める「正規の職員・従業員」の割合を年齢階級別にみると、「25～34 歳」が 40.8％と最も高く、次いで「35～44 歳」

29.5％、「45～54 歳」26.8％の順となっている。 

昭和 60 年と比較すると、女性の人口に占める「正規の職員・従業員」の割合は、「15～24 歳」では 12.0 ポイント低下したが、「25

～34歳」では 12.6 ポイント上昇した。 

 

女性の人口に占める「パート・アルバイト」の割合を年齢階級別にみると、「45～54 歳」が 31.4％と最も高く、次いで「35～44 歳」

27.3％、「55～64 歳」25.5％の順となっている。昭和 60 年と比較すると、女性の人口に占める「パート・アルバイト」の割合は、

「55～64 歳」で 20.2 ポイント、「45～54 歳」で 19.0 ポイント上昇した。 

 

 


